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市
政
ダ

イ
ヤ

ル
 

そ
の
日
の
 

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
⑤

4
3
2
ー
 

市立「図書館」の内部 

大
切
に
保
存
し
ま
し
よ
う
 

初
春
の
風
が
雪
原
を
わ
た
り
 

き
ら
き
ら
と
太
陽
が
輝
や
く
 

気
を
う
か
が
っ
て
い
た
手
が
さ
っ
と
あ
が
る
 

鬼
神
お
松
の
大
ダ
・コ
が
 

し
っ
か
と
両
手
に
か
か
え
ら
れ
る
と
 

美
し
い
色
彩
が
雪
影
を
染
め
 

風
が
ぐ
う
つ
と
タ

コ
を
あ
お
る
 

さ
あ
い
ま
だ
 

糸
を
張
っ
て
走
る
 
ぐ
ん
ぐ
ん
走
る
 

タ
コ
は
す
ね
た
よ
う
に
揺
れ
な
が
ら
舞
い
上
る
 

こ
ど
も
ら
の
歓
声
が
ど

っ
と
あ
が
る
と
 

虎
の
威
に
あ
や
か
る
よ
う
に
一
声
 

‘

・
 

ウ
オ
ー
ッ
と
ほ
え
て
風
に
乗
っ
た
 

市
で
は
、
市
立
「
図
書
館
」
の
充
実
を
は
か
る
 

た
め
、
ニ
月
一
日
か
ら
市
民
ぐ
る
み
の
献
本
運
 

動
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
 

人
口
五
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
最
低
限
の
蔵
書
 

を
確
保
し
、
 一
般
市
民
は
む
ろ
ん
の
こ
と
青
少
 

年
の
た
め
に
も
教
養
の
場
を
広
げ
ょ
う
と
す
る
 

も
の
で
す
の
で
 ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
u
 

市
立
「
図
書
館
」
は
、
昭
和

四
十
一
年

四
月
一
日
に
開

設

し
毎
年
図
書
数
も
充
実
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
が
、
現
在
一
万
四

千
十
冊
を
蔵
書
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
人
口
五
万
人
以
上
の

五
所
川
原
市
と
し
て
は
、
文
部
 
 

省
の
基
準
に
よ
り
ま
す
と
少
な

く
と
も
三
万
冊
の
蔵
書
が
必
要

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
市
立
「
図
書
館
」
で
蔵

書
し
て
い
る
図
書
は
、
総
記
か

ら

文
学
ま
で

七
千
七
百
五
十

冊
、
郷
土
資
料
五
百
三
十
冊
、
 

鶴
又
文
庫
五
千
冊
、
児
童
文
庫

六
百
五
十
冊
、
茶
道
文
庫
八
十

冊
、
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
と

く
に
専
門
書
の
不
足
が
目
立
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
図

書
館
を
比
較
的
多
く
利
用
さ
れ

る
学
生
、
生
徒
を
対
象
に
ア
ン
 
 

ケ
ー
ト

（
感想
文
）
を
募
り
ま

と
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
圧
倒
的

に
専
門
書
の
不
足
を
指
摘
し
、
 

ほ
か
に
 
「古
文
書
な
ど
の
歴
史

書
や
郷
土
資
料
を
も
っ
と
ふ
や

し
て
ほ
し
い
」
と
希
望
し
て
お

り
ま
す
。
 

市
で
は
、
毎
年
予
算
に
計
上

し
て
図
書
数
を
増
加
し
、
有
志

の
方
か
ら
の
寄
贈
も
あ
り
充
実
  

、
 

に
努
め
て
は
お
り
ま
す
が
、
 一

挙
に
充
実
す
る
の
は
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
市
で
は
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
献
本
運
動
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
、
昨
年
十
一

月
末
に
献
木
運
動
の
実
行
委
員

会
を
組
織
し
準
備
を
す
す
め
た

結
果
、
近
く
実
行
委
員
会
の
方

々
が
各
地
域
を
巡
回
し
、
献
本

の
お
願
い
に
 あ
が
り
ま
す
 
の

で
、
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
 

ク
ラ
ブ
が
こ
の
ほ
ど
書
架
五
基

を
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
ほ
か

近
く
二
百
冊
ほ
ど
の
図
書
を
寄

贈
さ
れ
る
こ
と
を
申
し
出
て
お

り
ま
す
・
 

、
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義
援
金
は

七
十
四
万
円
に
 

ご
協
力
あ
り
が

と
う
 

②
 

ご
ざ

い
ま
す
 

ク
皆
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を
4
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昨
年
十
一
一

月
一
日
か
ら
行
な
わ
れ
た
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
前
年
を
上
廻
郵

ハ
十
件
、
七
十
四
万
三
百
二

十
一
円
の
義
援
金
と
六
件
、
二
百
四
点
の
義
援
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
な
か
に
は
民
謡
、
手
踊
 
な
ど

に
そ
れ
ぞ
れ
配
分
さ
れ
大

り
の
愛
好
団
体
で
あ
る
市
内
湊
 

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
暖
か
い
ご

の
ち
ど
，
舞
踊
会
（
佐
々
木
伸
 

〈
協
力
に
 
お
礼
を
申
し

あ
げ
ま

雄
会
長
）
が
歳
末
た
す
け
あ
い
 
す
。
 

●

町
 
芸
能
祭

を
開
か
た
際
の
純
益
金
 

歳
末
た
す
け
あ
い
に
ご
協
力

川
 
十

四
万
七
百
三
十
五
円
も
含
ま
 
さ
れ
た

個
人
、
団
体
は
次
の
と
 

れ
て
い
ま
す
。
 

・一
 

お
り
で
す
。
 

こ
の
お
金
と
物
品
は
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
家
庭
や
、
長
期

人
院
寮
養
者
、
施
設
入
所
児
童
 

▽
義
援
金
関
係
 

松
島
町
四
丁
目
末
広
会
、
七
 

和
高
校
、
第
一

千
鳥
町
町

内

会
、
中
平
井
町

内
会
、
 
葛
西

穂
、
平
和
町
婦

人
部
、
森
羽
紙

業
、
県
医
薬
品

配
置
協
議
会
西

北
五
支

部
、
 

第
一
柳
町
町
内

会
、
鎌
谷
町
町

内
会
、
本
町
町

内
会
、
新
町
町

内
会
、
寺
町
岩

木
町
町
内
会
、
 

泉
谷
正
志
、
島

田
克
孝
、
飛
島

鶴
代
、
川
端
町
 

市長に純益金を手渡すちどり舞踊会の代表（左） 

花
と
緑
と
 
「

一

小
鳥
の
ひ
ス
意
」】

 
『
 

、
 

町
内
会
、
日
本
敬
神
崇
祖
自
修

団
、
市
ボ
ー
リ
ン
グ
受
好
会
、
 

木
造
中
学
校
川
除
校
舎
、
松
島

町
四

丁
目
町
内
会
、
岩
谷
善

一
、
敷
島
町
町
内
会
、
市
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
木
造
高
校
稲

垣
分
校
、
五
所
川
原
土
木
事
務

所
、
ち
ど
り
舞
踊
会
、
上
平
井

町
町
内
会
、
小
野
キ
ャ
ウ
子
、
 

幾
島
町
町

内
会
、
江
良
善

五

郎
、
五
所
川
原
中
央
自
動
車
学

校
、
五
所
川
原
印
刷
従
業
員
一

同
、
新
生
互
助
会
、
毘
沙
門
小

学
校
、
藻
川
小
学
校
、
裏
千
家

淡
交
会
青

年
部
五
所
川
原
支

部
、
東
北
電
力
労
五
所
川
原
分

会
、
末
広
新
宮
町
町
内
会
、
葛

西
進
一
、
東
雲
町
町
内
会
、
藤

田
 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
従
業
員
一

同
、
栄
小
学
校
、
布
屋
町
町
内

会
、
鶴
谷
ャ
ナ
、
田
園
調
布
町

内
会
、
三
浦
玉
喜
、
市
役
所
ハ

ン
ド
ル
会
、
板
柳
町
連
合
青
年

団
、
七
ッ
館
小
学
校
、
五
所
川

原
商
業
高
校
学
友
会
一
同
、
元

町
町
内
会
、
平
和
町
町
内
会
、
 

白
生
会
胃
腸
病
院
、
田
町
栄
町

町
内
会
、
市
公
営
住
宅
入
居
者

選
考
委
員
会
、
旭
町
町
内
会
、
 

成
田
房
、
柏
原
町
町
内
会
、
小

曲
部
落
会
 
（
敬
称

略
）
 

▽
物
品
関
係
 

平
和
町
婦
人
部
、
県
医
薬
品

配
置
協
議
会
西
北
五
支
部
、
石

塚
音
次
郎
、
長
尾
政
五
郎
、
た

ん
吉
、
高
島
徳
広
 

（
敬
称略
）
 

『
・・

、一・
・●
、ご
．二
ぐ
！・
．●
，・
J
●
・
．●
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・●
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●、
！
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．●
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．く
！・
J
●
・
．て
！●
●
、一
●、
●
●
、
《
●
・
．て
！・J
ン
・
．て
一・
・く
ぐ
・、
f
‘●
、ご
．、
！
、・
、，、
、
！●
●
？●
・
？、
f
■く
ぐ
．●
！
 

の
句
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
 

こ
の
花
の
四
弁
は
純
白
そ
の
も
 

の
で
、
自
然
愛
好
者
の
心
を
と
 

ら
え
る
。
こ
の
四
弁
は
、
植
物
 

学
的
に
は
花
弁
で
は
な
く
「
ほ
 

う

（花
の
基
部
に
つ
く
葉
）
」
 

で
あ
る
こ
と
を
付
記
じ
て
お
き
 

る
津
軽
で
は
、
こ
の
草
を
傷
つ
 

け
る
と
強
烈
な
悪
臭
を
出
す
の
 

で

「
犬
の
屍
」
と
俗
称
し
て
い
 

る
。
 

A
 

く
ら
し

と
下
水

道

の
 

下
水
募

る
と
⑩
 

①
家
庭
ゃ
工
場
か
ら
の
汚
水

は
地
下
に
埋
め
た
下
水
管
に
よ

っ
て
流
れ
て
行
き
ま
す
か
ら
悪

臭
が
な
く
な
り
ま
す
。
 

②
下
水
溝
や
水
路
が
な
く
な

り
ま
す
か
ら
道
路
が
広
く
使
用

で
き
、
下
水
溝
の
清
掃
が
な
く

な
り
ま
す
。
 

⑧
水
洗
便
所
と
な
る
の
で
、
 

い
や
な
臭
い
の
く
み
取
り
便
所

か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
か
ら
日
常

生
活
が
快
適
と
な
り
ま
す
。
 

④
雨
水
の
水
は
け
が
よ
く
な

る
の
で
低
地
で
の
水
た
ま
り
、
 

床
下
の
浸
水
や
宅
地
内
の
湿
気

が
取
り
除
か
れ
、
家
屋
が
長
持

ち
し
ま
す
。
 

⑤
例
年
の
行
事
で
あ
る
堰
の

清
掃
、
泥
上
げ
時
期
に
始
ま
る

ト
ラ
ブ
ル
や
市
街
地
下
流
区
域

の
水
田
、
河
川
に
対
す
る
汚
水

の
公
害
が
な
く
な
り
ま
す
。
 

⑥
「
カ
」
や
 
「ハ
 
エ」
 
の
発

生
が
ぐ
ん
と
少
な
く
な
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
伝

染
病
の
発
生
も
ず
っ
と
少
な
く

な
り
ま
す
。
 

る
。
 

、
 

し
 

実
際
津
軽
地
方
で
は
こ
の
草
 

を
は
れ
物
に
は
っ
て
う
ま
す
の
 

こ
使
っ
て
い
た
し
、
鼻
病
に
芽
 

一
 

I
‘
、
 

．
 
 

l
．

】I
  ー

つ
Jイノ
ー

コ
Jノ
 

．I
ー
 

一一
一
一‘「
 

‘
 

い
 

一
、
 

《
 

●

・
！
●・J
●
・
・●
、
‘
】
、
‘
I
・●
●・
・●
、f
・く
I・
・て
一・
・●
、ぐ
・●
、
‘
、
？
、！、
、
一、
と、ぐ
一・
、ぐ
・・
、●
、・
？
●・
、く
f
・●
●・
J
●
・
？
●、
J
、ぐ
一・
、て
‘・
？
●・
一
？
‘
●
●●
・●
●・
J
●
・
？
●・
．●
●・J
●
●
て
‘
．て
ぐ
一
、ぐ
？
ユ
、
、
！、・
、一・
．・
、！?
?
,
 

こ
と
 
に
な
り
、
和
名
 
ド
ク
ダ
 

一
『」
り麟
纂

襲
』

ハ
か
 

（
ドク
ダ
ミ
科
）
 
で
勃
三
裁

記
じ
郵
か
一
 

「
 
、、、
の
 
由
来と
な

っ
た
 の
で
あ
 
こ

ん
な
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
草
 
た

い
o
五
所
川
原
を
中
心
と
す
 
（
 

」
 
「毒
を
溜
め
る
草
」
と
い
う
 

●
 

一
 
「
毒を
留
め
る
草

一
と
い
う
 

、
 

【
 
ー

‘
 
う

（花
の
基
部
に
つ
く
葉
）
」
 
一
 

こ
の
草
を
は
れ
物
に
は
っ
て
 

一
 

こ
の
草
を
は
れ
物
に
は
っ
て
 
る
o
 

の
で
、
自
然
愛
好
者
の
心
を
と
 
》
 

毒
を
散
ら
す
か
、
膿
ま
す
の
に

使
う
と
こ
ろ
か
ら
「
毒
た
む
草
 

、、、
の
 
由来
と
な
っ
た
 
の
で
あ
 

～
 
ま

隣
洋
軽
堆
力
て
は
こ
の
岸
 
」
と
‘
呼
人
て
し
7
、
 

H
7
、
と引
万
mカ
亜
心
自プ
を
廿す
グ
ー
 》
 

“
 

ミ
呈
ベ
・
子
‘
ヒ
・
一
1
『
」L
・
一
、rー
 
ー
ニ
ン
F

ン
了
、
5
o
 

ト
5

一
一
且
●に
巨
い
きノ
ー1
ト
＞
 
《
 

」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
 

～
 

奮
葡
事
 
馴
鼻
と
t
て
 唾
月
A
c才
て
 
し
 
こ
に
在
グ
ー匹
ヂ
目
利
巨
そ
グ
ー‘
 
"
 

邪
薬
と
し
て
重
用

さ
れ
て
 
い
 

を
「
十
薬
」
あ
る
い
は
「
重
薬
 

《
 
・j
 

‘
ビー
「
」ー
監
～
！
』
クL
J
、
よ
 
「
一
」
実
 

？D
弁
F
又
上
で
よ
、
 
【
】
つ
」
き
ー
」
且刀
つ
 
v
 

だ
白
し
 
夢
香
 

（
 
こ
吏
つ
て
に
」
し
、
阜
一丙
こ
寺
 
”
」自
し
 
夢
香
 

る
o
 

<
 
(
 

利
尿
薬
と
し
て
用
い
た
り
、
風
 

る
。
 

、
 

敵
 

ど
 

ン
 

J
咋
」
‘
や
一
一
・
？
一
一
、

t
【
」
、
 

三
手
ゴ

ー
入

り
 
」
 

γ
、
」
」
 1

と
 
甲
 

を
も
ん
で
鼻
こ
う
に
入
れ
て
い
 

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ま
た
 

一
 
を
は
れ
物
に
は
っ
て
う
ま
す
の
 
黄
昏
れ

て
 
十
薬
の
花
 
た
 
で

・
「犬
の
屍
」
と
俗
称
し
て
い
 

一

黄
昏
れ
て
 
十
薬
の
花
 
た
 

ド
 
ク
ダ

ミ
 

た
い
。
五
所
川
原
を
中
心
と
す
 

タ
ま
ぐ
れ
 
秀
野
 

毒
だ
み
や
 
十
文
字
白
き
 <

 

い
 

青い海，澄んだ川をとりもどすために 

八八八 



《
 

~
 

ノ 、 ~ ~ ノ’ ~ 、 ノ‘ 、 ~ ~ 、 ~ -S ~ 「
 

の

て
 

と

し
 

武

1
 

A
参
 

『
細

ポ

造
 

舞
難
秘
 

東
京
五
輪
を

契
機
に
、
昭
和

四
十
一
年
か
ら

始
め
ら
れ
た
、
 

青
森
県
ス
ポ

ー
 

ッ
少
年
団
と
、
 

リ
ー
 
！
」
 

ソ
し
 

少
．

”
 

ス
 
派
 
沖
縄
県
H
ポ

ー
 ,

 

I

》
 

線
流
 
与
精
騒
 

一
 
ら
う
 

交
流
は
、
今
回
 

中
 

で
第
七
回
を
か
 

‘
 
ぞ
え
、県
内
の
 

十
五
人
の
ン

ダ
ー
と
共
に、

 

昨
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
十
日

間
の
日
程
で
、
生
ま
れ
て
は
じ

め
て
待
望
の
沖
縄
県
を
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

最
南
端
の
海
岸
一
帯
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
激
戦
地
で
あ

っ
た
処
で
県
立
第
一
高
女
と
師

範
学
校
女
子
部
の
生
徒
百
四
十

三
人
と
職
員
十
五
人
の
英
霊
を

合
祝
し
た
ひ
め
ゆ
り
の
塔
や
摩
 
 文

仁
丘
に
眠
る
戦
士
五
十
余
人

の
慰
霊
の
塔
が
林
立
し
て
い
る

戦
跡
公
園
で
す
。
そ
こ
に
は
岩

木
山
の
石
で
造
っ
た
青
森
県
の

調
耐
“

、
の
塔
も
あ
り
ま
す
o
 

ま
た
、
南
部
に
は
、
東
洋
最

大
の
大
鐘
乳
ど
う
で
あ
る
二
千

三
百
五
十
りM
の
玉
泉
ど
う
も
あ

り
ま
し
た
。
 

中
部
に
は
、
那
覇
市
に
次
ぐ

沖
縄
県
第
二
の
コ
ザ
市
が
あ
り

我
々
が
四
泊
し
ま
し
た
。
三
沢

野

崎
ス

ボ
ー
ツ
少

年
団
 

岩
崎
明
彦
君
 

I
 

（
五
農
高
二
年
）
 

市
の
よ
う
に
米
軍
基
地
が
多
い

た
め
異
国
情
緒
が
あ
り
、
周
辺

に
は
嘉
手
納
飛
行
場
や
本
土
の

子
ど
も
達
、
 ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど

の
援
助
で
出
来
た
子
ど
も
の
国

が
あ
り
、
我
々
は
こ
こ
に
記
念

樹
を
植
え
て
き
ま
し
た
。
 

海
洋
博
会
場
と
な
る
北
部
は

海
が
美
し
く
七
色
の
変
化
を
見

せ
る
と
い
わ
れ
、
自
然
の
海
の

中
を
普
断
着
の
ま
ま
で
観
察
で
 

き
る
と
い
う
海
中
展
望
塔
が
あ
 

る
者
で
な
い
こ
と
 

（注
）
脱
退
一
時
金
の
支
給

を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
額
の

計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
被
保
険

者
期
間
は
、
再
び
農
業
者
年
金

に
加
入
し
て
も
被
保
険
者
期
間

に
合
算
さ
れ
ま
せ
ん
。
支
給
を

受
け
な
か

っ
た
場
合
は
合
算
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
出
か
せ
ぎ

な
ど
で
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

し
た
こ
と
に
よ
り
資
格
を
そ
う

失
し
帰
っ
て
か
ら
再
び
農
業
者

年
金
に
加
入
す
る
場
合
、
い
ま

ま
で
加
入
し
て
い
た
期
間
と
再

び
加
入
し
て
か
ら
六
十
歳
に
達

す
る
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま

で
の
期
間
と
を
合
算
し
二
十
年
 

（
高
齢
者
の
場
合
は
五
年
か
ら

十
九
年
）
 
に満
た
な
い
 
とき

は
、
再
び
加
入
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
 

保
険
料
の
納
付
 
 

り
、
水
面
下
五
りM
か
ら
見
た
サ

ン
ゴ
し
よ
う
の
林
中
を
熱
帯
魚

が
赤
青
黄
と
カ
ラ
フ
ル
な
動
き

を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
工
事

は
ま
だ
地
な
ら
し
程
度
で
あ
ま

り

進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
し

た
。
 

沖
縄
県
の
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団

は
、
五
所
川
原
市
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
反
対
に
サ
イ
ク
ル
少

年
団
と
か
、
柔
道
ス
ポ
ー
ッ
少

年
団
と
か
、
単
位
種
目
的
団
体

が
多
く
、
 
子
ど
も
会
と

併
立

し
て
 
い
る
 
よう
な
地
域
多
種

目
的
団
体
は
ニ
、
三
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
毎
週
一
回

の
例
会
を
も
ち
、
し
か
も
父
兄

た
ち
も
必
ず
参
加
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
制
服
姿
の
高
校
生
が
夜

の
歓
楽
街
を
ぶ
ら
つ
い
て
い
る

な
ど
、
青
少
年
の
非
行
も
多
い

そ
う
で
す
。
 

僕
は
今
回
の
交
流
を
通
し
て

得
た
ょ
い
経
験
を
、
こ
れ
か
ら

の
五
所
川
原
市
ス
ポ
ー
ッ
少
年

団
活
動
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

お
お
い
に
活
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

一
時
金
給
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
資
格
喪
失
日
ま
た
は
死

亡
日
の
前
日
に
お
け
る
保
険
料

納
付
済
期
間

（
資格
喪
失
日
ま

た
は
死
亡
日
の
前
月
ま
で
の
被

保
険
者
期
間
に
か
か
る
も
の
）
 

が
三
年
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必

勲
で
あ
る
た
め
、
未
納
保
険
科

が
あ
る
場
合
は
、

一
時
金
給
付

が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

う
る
の
で
納
め
て
い
な
い
保
険

料
は
早
く
納
め
ま
し
よ
う
。
 

一
時
金
は
、
受
給
権
者
の
請

求
を
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
給

権
者
は
直
接
農
業
協
同
組
合
で

請
求
手

続
き
を
し
て
く

だ
さ
 

い
。
 

（
次号
へ
つ
づ
く
）
 

指
名
願
い
の
提
出
 

は
ニ
十
八
日
ま
で
 

昭
和
四
十
九
年
度
に
市
で
発

注
す
る

土
木
工
事
と

建
築
工

事
、
そ
の
他
工
事
の
指
名
を
受

け
よ
う
と
す
る
業
者
は
建
設
省
 
 

の
指
定
す
る
様
式
に
従
っ
て
‘
 

二
月
二
十
八
日

（
木
曜
日
）
正

午
ま
で
、
市
建
設
課
庶
務
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
工
事
現
場
で
働
く
人

々
が
退
職
金
を
も
ら
え
る
よ
う

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
す
る
よ

う
に
 
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 住

宅
用
地
の
申
 

告
、
 
一
月
末
日
 

市
税
務
課
は
、
い
ま
償
却
資

産
と
住
宅
用
地
の
申
告
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
 

事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

で
き
句
構
築
物

（家
屋
を
除
く
 

）
、
機
械
装
置
、
車
両

（
自
動

車
を
除
く
）
、
工
具
、
備
品
な

ど
を
所
有
し
て
い
る
者
は
償
却

資
産
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

四
十
八
年
中
に
宅
地
を
取
得

し
、
ま
た
は
田
、
畑
な
ど
か
ら

宅
地
へ
地
目
変
更
し
、
そ
れ
を

住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い

る
者
と
、
四
十
八
年
中
に
非
住

宅
用
地
を
住
宅
用
地
に
、
ま
た

は
住
宅
用
地
を
非
住
宅
用
地
に

用
途
変
更
し
た
者
は
住
宅
用
地

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
い

ず
れ
も
一
月
三
十
一
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
も
し
、
申
告
を

怠
り
ま
す
と

不
利
な
取

り
扱

い
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
期
日
ま
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
 

「
ギ
タ
ー
教
室
」
 

毎

週
木
曜
日
 

▽
期
日
 

一
月
下
旬

ー
三
月
上

旬
毎
週
木
曜
日
午
後
七
時

ー
九

時
▽
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

（
電
話
⑤
二
三
五
二
番
）
 

▽
対
象
者
 
勤
労
青
年

（男
女
 

）
 
でク
ラ
シ
ッ
ク
ま
た
は
フ
オ
 

ー
ク
ギ
タ

ー
を
有
す
る
も
の

▽
経
費
 
無
料
 

▽
募
集
人
員
 
十
五
人
 

▽
し
め
切
り
 

一
月
二
十
二
日
 

（火
曜
日
）
 

▽
講
師
 
成
田
正
治
氏
（
上
原

げ
ん
と
氏
の
師
）
 

こ
‘
 

「
脱
退
 
一
時
金
」
 
四
十
 

・
 

九
離

鷲
巽

詳

に
該
当
 

【
 

す
る
場
合
、
資
格
喪
失
者
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

（
一）
農
業
者
年
金
の
被
保

険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
こ
と
 

（
ニ）
資
格
喪
失
日
の
前
日

に
お
い
て
資
格
喪
失
日
の
属
す

る
月
の
 
前月
ま
で
の
被
保

険

者
期
間
に
 
か
か
る
保

険
料
納

付
済
期
間
が
三
年
以
上
で
あ
る

こ
と
。
 （領
収
印
の
日
付
が
資

格
喪
失
日
の
前
日
以
前
で
あ
る

こ
と
）
 

（

資
格
喪
失
者
が
経
営

ン
 
移

譲
年
金
に
か
か
る
受
給
権
者

く
 

で
な
い
こ
と
 

（

資
格
喪
失
者
が
六
十

五
歳
に
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 

農
業
者
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
 

農
業
者
 
脱
退
一
時
金
は
 

年
 
金
 

一
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
 

、
 

》
 

~ 

~
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 ー
ー
“
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プ
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一
一月
一
日
現
在
で
 

県
の
農
業
基
本
調
査
が
二
月

一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
県
統
計
調
査

条
例
と
県
農
林
水
産
調
査
規
則

に
基
づ
、
て
行
な
わ
れ
る
も
の

で
、
本
県
の
農
業
行
政
を
推
進
 

●
 

し
て
い
く
う
え
声
必
要
な
基
本

的
な
資
料
を
得
る
た
め
に
行
な

う
重
要
な
調
査
で
す
の
で
、
 調

査
員
が
う
か
が
い
の
際
は
農
家

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

おLらせ 

生活環境 

パトローール本部 
住みよし、 

環境づくりに 煽，(5)1414 

④
 、

 
鱗
鰯
蹴
鰻
難
舞
 

入
場
は
無
料
で
す
 

△
と
き
 
一
月
十
九
日
 
（土
 

）
午
後
二
時
か
ら
 

△
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

ホ
ー
ル
 

△
入
場
 
無
料
で
す
 

△
上
映
映
画
 

「
津
軽
」
 
「
野
ば
ら
」
 

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
い
で
 

く
だ
さ
い
。
 

」
響撃
競
灘
纂
 

四
十
五
歳
ま
で
の
男
子
 

市
で
は
昭
和
四
十
三
年
か
ら

国
土
調
査
法
に
も
と
づ
く
地
籍

調
査
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
の
も
b
 

で
あ
る
三
角
点
の
紛
失
が
多
大

で
あ
る
た
め
事
業
の
実
施
に
支

障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
建
設
省
国
土
地
理

院
で
は
三
角
点
の
新
設
を
全
国

的
に
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
そ
 

'
 

の
た
め
に
事
業
の
測
量
助
手
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

△
業
種
 
全
国
の
国
家
「
両
点
 
 

施
設
 

△
資
格
 
十
八

歳
ー
四
十
五
歳

ま
で
の
男
子

△
待
遇
 
月
収

十
七
万
円
ー
十

八
万
円
 

△
勤
務
地
 
国
 

土
地
理
院
東
北
地
方
測
量
部

△
採
用
人
員
 
三
十
人
 

△
募
集
期
日
 
四
十
九
年
四
月

ま
で
 

△
面
接
月
日
 
毎
月
末
日
 

△
連
絡
先
 
市
出
稼
対
策
室
ま
 

た
は
農
林
課
 

ぜ

富
地
区
の
巡
回
相
談
か
ら
 

△
内
容
 
家
計
簿
を
つ
け
始
め

た
動
機
や
記
帳
上
の
苦
心
談
な

ど
、
家
計
簿
記
帳
に
関
す
る
も

の
な
ん
で
も
自
由
に
書
い
て
く

だ
さ
い
。
 

記
帳
経
験
の
短
い
方
で
も
、
 

予
算
生
活
に
 至
ら
な
い

方
で

も
、
気
軽
に
 
ご応
募
く

だ
さ

い
。
 

△
原
稿
 
本
文
は
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
五
枚
以
内
、
本
文
の
ほ

か
、
月
別
、
項
目
別
支
出
一
覧
 

願
書
は
ニ
十
五
日
ま
で

農
林
省
農
さ

ん
園
芸
局
で

は
、
四
十
九
年
度
の
果
樹
農
業

機
械
化
研
修
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
 

△
定
員
と
応
募
資
格
 

定
員
は
一
研
修
所
当
た
り
一
一

十
五
人
。
応
募
資
格
は
、
高
校

卒
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

ニ
十
五
歳
未
満
の
男
子
で
、
研

修
修
了
後
果
樹
農
業
に
従
事
す

る
見
込
み
が
確
実
で
あ
る
者
。
 

△
応
募
の
方
法
 

受
講
願
書
三
部
に
所
要
の
事
 

表
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

原
稿

に
は
、
応
募
者

の
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
同

一
家
計
で
く
ら
す
家
族
名
（
応

募
者

と
の
続

柄
、
年
齢
、
職

業
、
就
学
状
況
な
ど
）
家
計
簿

記
帳
年
数
と
連
絡
電
話
番
号
を

記
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
 

封
筒
の
表
面
に
家
計
簿
体
験

談
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
し
め
切
り
 
二
月
二
十
八
日

▽
入
選
発
表
 
六
月
中
旬
。
入
 
 

項
を
記
入
し
、
最
終
学
歴
の
学

校
長
の
内
申
書
、
戸
籍
抄
本
、
 

健
康
診
断
書
を
添
え
て
一
月
一
一

十
五
日
ま
で
市
農
林
課
へ
。
詳

し
く
は
、
当
課
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
 

熟
」
の
講綴
 

ニ
十
ニ
日
毘
沙
門
で

△
主
催
、
新
広
域
農
業
セ
ン
タ
 

△
期
日
、

一
月
二
十
一
百
（
火

曜
日
）
 

△
時
間
、
午
前
九
時
三
十
分

△
集
合
場
所
、
新
広
域
農
業
セ

ン
タ
ー
前
（
毘
沙
門
上
熊
石
）
 

△
講
師
、
赤
平
所
長
 

選
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。
 

▽
送
り
先
 
青
森
市
長
良
『
青

森
県
企
画
部
広
報
県
民
課
内
、
 

（
郵便
番
号
〇
三
〇
）
青
森
県

貯
蓄
推
進
委
員
会
 

「
わ
が
家
の
家
計
簿
」
 

体
験
談
を

募

集
し

ま

す
 市の出かせぎるす家庭の巡回相談は、12月20日の小曲を皮切りに 

10日間の日程で開かれています。 

巡回相談は、市の出稼対策室と地元の出稼相談員、婦人世話人が

るす家庭を訪問し、るす家庭での苦情、困りごとなどの相談に応じ

ようというもので今回が 4 年目になります。 

初日の小曲では、消防本部の火災予防係も加わり、45軒ほど巡回

し、炊事場のガスコンロを点検したり、消火器の使い方を指導する

など、防火熊勢を呼びかけ、翌21日の長富では、 「出かせぎ先かゲ

便りがきているか、身体の具合はどうカり と親身の呼びかけにるす

をあずかるおとしよりの顔もほころびます。 

なお、巡回相談は1月29日まで10地域のおよそ800戸を対象におこ

なわれています。 

、
 

り
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